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 主論文において，(1) ラット新生児の背部皮膚に全層切創を施すと 48時間以内に創
が閉鎖した後、96 時間後ぐらいまでに一度表皮が肥厚し、120 時間後頃には逆に表皮


















 申請者退出の後、主論文、基礎となる学術論文、公開審査会の内容について 5 名の
審査委員で協議した結果、上述のように改善すべき点はあるものの、論文の本質が変
わるほどの問題点ではないと判断した。これらの指摘を踏まえて論文を修正すること
を前提に、研究の新規性、データの客観性・正確性、論理性等に鑑み、申請者は博士
の学位に値するものと判定した。 
 
 
 
